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目的：我々は、豊かさや便利さや快適さを追求して繁栄してきた。そのために大量生産

大量消費による大量の廃棄物を投棄している。さらに大型化による冷蔵庫、テレビ、エア

コン、車などに無駄なエネルギーを消費し、大気中に大量の二酸化炭素（COz）を排出して

きた。G02 の量は現在、地球の吸収能力の３倍を超えており早急にlo-（ 以下に削減しな

いと地球は危険な状態に陥る。本研究ではCO 2の増加の原因と環境破壊を調査して地球温

暖化防止の方法と対策について研究を行うことを目的とした。

方法：地球温暖化のメカニズムや影響について調査し、参考文献や資料などの収集を行

った。さらにマスメディアにおける関11ヽ度を調査し新聞や雑誌などによる関連記事の収集

を行った。そして地球温暖化の防止と対策について調査し考察を加えた。

結果:1980 年以降から世界各地で高温が記録されるようになった。この異常気象を調査

しているipcc  （気候変動に関する政府間パネル）の報告によれば、今後100 年先では地球

の温度は約2 ・C高くなり南極や北極の氷力禦 けて海面力約65cm 上昇し、氷力禦 ける場合に

津波が発生し、海抜の低い附t!1は、海中に沈没するといわれている。農地も海水に浸食さ

れると食糧危機に陥る。都市のヒートアイランド現象や水の消費量の増加に伴う水質悪化
や光化学オキシダントによる目の炎症や臓

では、炭素税や環境税を導入して地球温暖化防止の対策を講じている。しかし日本人は、

一人当たり平均40Kg のCO 2を排出しているが対策力値 い。我々は、率先して環境保全に向
けて努力し安心して住める健全な地球を残していきたいものである。
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［目的］干潟内の海水や間隙水の浄化機構を解明するため、海水・間隙水の栄養塩類の干

潮・満潮の潮の動きによる変動と海水中のプランクトンと底泥付着藻類の現存量及び一次

生産量の差を求める。
［方法］名古屋港西部に位置する藤前干潟を調査対象とし、昨年は1994年５月から1995年

までの２年間の結果をまとめたので、本年は1996年６月までの結果のうち、昼夜観測を中

心として、その浄化機構を求める。光合成は明暗瓶法に基づいて、Im ないし30CII1 （φ5.

5cin）のアクリルパイプで底泥付着藻類を採集し、これに海水を充填して、両端にゴム栓

をし、酸素電極法で溶存酸素を測定した。間隙水はセラミックポーラスカップにより底泥

表面から5  cm間隔で５層（Ocm ―25cinの深度）を採取した。

［結果］干潟内の一次総生産量は、海水が1-2 ｇ 02m-^day-i で、付着藻類では2 －6

ｇ 02m-^day-^ と３倍程度、さらに現存量（rag chla m-2 ）では3.7倍付着藻類の方がい

ずれも高いことか認められ、付着藻類の干潟内の浄化に果たす役割の大きいことか示唆さ

れた。間隙水中の溶存酸素の出入りについては、昼夜観測の結果、①完全に干上からず、

表面に数センチの海水か存在するときは、還元状態かより強まり、底泥より栄養塩類か溶

出する。②完全に干上がるときは、酸素か侵入し、溶存有機炭素（ＤＯＣ）が大きく減少

し、分解が認められた。③24 時間の間にN0; 、no; 、NH; の各イオンの変化より、脱

窒と硝化の作用か推定され、水の浄化が進行しているものと考えられた。
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